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■第11回 U:FAハ ンガリー大会概要      山 田 規 矩子

テーマ :国家的建築遺産の復元と再生

会 場 :ブダペスト.MTESZ及 び国会議事堂

参加国 :35ヶ 国

参加者 :200名  日 本人参加者 29名

発表者 : 35名  日 本人発表者  4名

会 期 :日程表

9月 1日 (日) 参 加登録 カ クテルパーティ

9月 2日 (月) 開 会式、セッション

王宮の丘見学

兵器歴史博物館にてレセプション

9 月3 日 ( 火) セ ッション

市内第 9街区の再開発見学

9月 4日 (水) 国 会議事堂にてセッション

国会議事堂内見学

ハンガリー建築家協会会館にて展覧会

の開会式とレセプション

9月 5日 (木) UIFA幹 事国代表の打合せ

全体会議 次 期開催国は日本に決定

閉会式、 ドナウ河船上にて晩餐会

9月 6日 (金) バ ラトン湖畔の街ケストヘイ、ティハ

ニー及びサントプスタの見学

9月 7日 (土) ケ チケメート市庁舎にて市長歓迎挨拶

市内見学、プガーシュにて馬のショー

9月 8日 (日) 手 厚く保護されているホーロッケの民

家見学、エゲル市庁舎にて市長歓迎挨

拶、市内見学、大聖堂でオルガン演奏

9月 9日 (月)～ 9月 H日 (水) ウ ィーン見学ツァー

■発表論文について 坂東 み さ子

9月 2日から4日までの3日間に渡って論文の発表が行われた。

今回の大会のテーマに沿った論題のものが 27、 プレゼンテーショ

ンとして女性建築家に関するもの等 6、その他UIFA自 体に関す

るもの 2の計 35の 論文が発表された。これを国別に見ると、日本

が 4(在 日本の米国キャロル氏を含む)、 クロアチア5、アメリカ

3、韓国3、ハンガリー2、ベルギー2、南アフリカ2、 ドイツ2、

ルーマニア2、オーストラリア・ポーランド・デンマーク・カナダ

。メキシコ・コートジボアール・ボヘミア・インド・ノルウェー・

シリアが各 1の 19ヵ 国となっている。 1論 文当たり15分 という

時間に納まりきらず、発表者が司会者と渡り合う場面や時間カウン

トの方法に戸惑う場面も有り、会の進行の難しさも垣間見えた。日

本からの発表は9月 2日に寺田生子 ・渡辺美紀両氏による 「レヒネ

ル・エデンの建築の保存へのアピール」、 3日には古村伸子氏の

「市民参加によるコミユニテイづくり」、4日 には小川信子氏の

「日本に於ける女性建築家の戦後史」、キャロル・マンク氏の 「日

本に於けるアメリカ建築家」であった。又、 9月 4日の前半、座長

松川淳子氏他中原暢子、飯島静江、東由美子の各氏が当日の会場で

ある国会議事堂会議場の壇上に上り、司会役をつとめた。

■発表パネルについて

9月 4日午後 6時から若干のセレモニーの後、パネル展示を見る

機会を得た。 20数 点の展示があった。スペースがあまり広くない

ので一時に見るには混み合いすぎの感があった。説明しながらパン

フレットを補足資料として配布する方法 (ex.ラ トビアのリガにつ

いて)は 後でゆっくり見る為にも良いと感じた。日本の展示や、松

川淳子氏の展示には幾つかの興味ある反応があったようだ。 2年後

の日本での開催に向けて展示の方法、期間、スペ
ース等の課題も多

いと感じた。



■ハンガリー大会日記

9月 1日 (日)UIFAハ ンガリー大会のスタート  阿 部 祥 子

ブダペストの空港には兵士が立ち、窓外に目を転じると、屋根の

吹き飛んだ廃墟のような家が点在し、この国が抱えてきた歴史の重

さを思いつつ、UIFAハンガリー大会へ向かった。

大会は、9月 1日 (日)Registrationの後、夕方 6時ホテルでの

親睦パーティから始まった。インドやアフリカなどそれと分かる国

だけでなく、特定できない数多くの国々から150余 名の建築に関

わる女性達が参集した。日本からの参加者は、現地からの、日本か

らの直行の、各地を旅しての計 20名 が参加した。

お酒とプチ菓子が用意された立式のパ
ーティ会場には、私は始め

て国際会議に出席するということもあり、開会の辞や乾杯の音頭な

ど、わが国での段取りを頭に描きながら、ちょっぴり緊張して臨ん

だ。実際には、これまでの大会でできている友人や知人との再会は、

自然に人の輪と和をつくり、会はいつのまにか始まっていた。

砕けた雰囲気ができたころ、ハンガリー大会委員長マリア・ヘエ

ッシュさんの歓迎の辞と、会の創始者ソランジュ・ドラトゥ
ールさ

んの挨拶があった。ルーマニアの建築家は、英語は母国語じゃない

から難しいといい、外国にも英語の苦手

な人がいると安心した。参集した女性達

は、個性的でチャーミングであり、とも

に環境をつくる仲間として力強さも確か

めた出会いがあり、楽しい時間であった。

9月 2日 (月)                 小 島 久 実

10:30 開 会式 MTESZ― House of Technics

大会の主会場のMTESZ(コ ロナホテルから地下鉄で15分の国

会議事等の向かい、 ドナウ河沿いの近代建築)で 催され、開会が女

性の環境大臣により、ついでUIFAハンガリ
ー会長マリア・ヘエッシ

ュ氏の挨拶で 「国家的建築遺産の復元と再生」を主題に開会した。

12:30～14:00 コ ーヒー・プレイク後のセッションでハンガリー

等 6ヶ国の代表のプレゼンティションの中に、日本から研究留学中

の寺田、渡辺さんがレヒネル作品の保存をアピ
ールし印象的だった。

15:00～ バ ス3台でペシュト区北部の英雄広場の記念館 (最近塗

り直し、新しい建具が入り地下をレストランに有効利用しているが

文化遺産の魅力がうすれている)、 レヒネルの応用美術館 (建物内

外の傷みが進んで内壁が自く塗られているが、元のパタ
ーンの図面

がなく再現不可能と聞き、保存の難しさを再考した)を 見学、途上、

街路沿いに建つ重厚な石の建物群は 100年余の油煙、湿気、ガスな

どで黒変し、洗い出しや塗りかえされたビルと対象が激しく表通り

でも最新デザインのビルは少数で周囲との融合を企っていて、全体

に20世紀初頭の都市のイメージなのだろ

う。夕暮時 ブ ダ地区の丘上の王宮街区

に登り散策、行きついた兵器博物館内ホ

ールで歓迎レセプション、歴史的な建物

での雰囲気あるパーティが開かれた。

9 月3 日 ( 火) 高橋 尚 美

会議 2日目、会議場への道も覚え、周囲の建物を眺めながらブダ

ペストの街を歩く余裕も出てきました。午前中はUIFA JAPONから古

村さんの堂々たる発表を含め、10ヶ国、16人の発表がありました。

午後は現在ブダペスト市が行なっているスラムの再開発事業の現

状スタディーツアーに向かいました。年金生活者や失業者等が多く

住む、煉瓦平屋建ての長屋が多く建つ劣悪な住環境である地域を、

地下鉄を開通させ、既存の建物を再利用しながら、中庭囲み型の集

合住宅、オフィス、コンサートホ
ール、ホテル等に建て替えていく

と言う内容です。 (現在 1/10程 度完成)民 間ディベロッパ
ーも

参画した分譲 ・賃貸の集合住宅 (一部は市が社会住宅として借り上

げている)を 見学しました。道路側はプダペスト特有の廃棄ガスに

煤けた五階程の建物が、中庭側は色鮮やかなデザインの生活感溢れ

る空間が作られていたり、社会主義時代に作られた画
一的な住宅に

対し、一戸当たり40～80ポの広さ・形を住民が選択できるという新

しい試みがなされるなど、ハンガリ
ーの新しい風を感じることがで

きました。しかし、市の議員が 「みてみて、この路地空間、素敵な

のよね。」と指をさしたスラムの住宅の中庭はとても美しいもので

した。古くからあるコミュニティーの崩壊、市の低所得者向けの借

上げ社会住宅の廃止など、問題は山積しているようです。都市とし

て日本と同じ様な悩みを持つ、ハンガリ
ーのこれからを再び見てみ

たいという決意を胸に、帰途につきました。

9 月 4 日 ( 火) 井出 幸 子

2日遅れでブダペスト入りをしセッションに参加。国会議事堂が

会議場である。日本からの代表が議事進行役を務めるなか、 “国家

的建築遺産の復元と再生
"と
いうメインテーマに基づき報告が行わ

れた。韓国からは由緒ある町並みを、ただ単に伝統的な生活形態を

維持するだけでなく、商業的要素で活性化させ、積極的に保存と調

和を計ってきたという報告、カナダからは17世紀の名残ある旧市街

・湾の中空を横切る高速道路の計画に対し、もっと適切な地域を提

案し計画を変更させ、ついで、取り壊し・改築などのチェックをす

る組織が創られたという報告、インドからは建築遺産の多くある地

域で、新築 ・増築の仕事を通し、単に古典建築の模倣でなく、その

意味と精神とを、現代の求める物や建築技術と調和させ経過見して

きたという報告、さらにはコ
ートデュボアールからのコロニアル建

築の保存と再生の報告も印象的。コ
ーヒーブレイク後

“
女性建築家

の戦後史
"と
してまず日本からの報告、ついで米国 。ドイツなどの

報告があった。ランチの後は議事堂の見学。ハンガリ
ーの20代 の

若者による通訳と付加説明を聞く。特にドラ

フトを有効に利用した解りやすい空調システ

ムに感激、天変地異何が起ころうともどうに

かなりそうな確かなものを感じる。保存と再

生のキーワードにシンプルなシステムの見直

しという項目が加わっても良さそうだ。

カクテルパーティ

ハンガリー会長の開会宣言 壇上は日本代表



9 月 5 日 ( 水) 古村 伸 子

14:00 -  Closing Session MTESZ―House of Technics にて

この日午前中に開かれた各国代表による会議の報告に続いて第11

回UIFA Congressを締めくくるセッションが行われました。

「スピーチの後に討議の時間を取って欲しい」 「インターネット

のホームページを開いて情報交換ができるとよいJな どの意見が出

されました。今回は採択されませんでしたが、最近の国際会議では

コンピュータ通信が欠かせないものになってきていることから、今

後はこのようなシステムの導入も検討されるようになっていくかも

しれません。

最後にUIFA Japonから、中原会長と松川理事が、次回日本での大

会開催提案を行い、拍手によって採択されました。

16:30～  閉 会式

前回のレセプションでも挨拶してくださった、ハンガリー建築家

協会、都市計画協会の各代表に加え、ハンガリー政府 ・議会からも

鉛々たる顔ぶれによる祝辞があり、今回の会議の幕が閉じられまし

た。

19:00～ 閉 会,トティー客船TANCSICSにて

ドナウ川に浮かぶ船の上で、ライトア

ップされた見事な夜景を楽しみながら、

打ち解けた雰囲気でパーティーが行われ

ました。

9月 6日 (木)ス タディツアー1日ロ バ ラトン湖へ   正 宗 量 子

三台のバスに分乗、スタディーツアーの目的地、中央ユーロッパ

最大のバラトン湖へ。プダペストから9 0kmの小旅行だ。豊かな自

然と茶色に枯れたひまわり平原が車窓に広がる。湖北西の町ケスト

ヘイのフェシュテテイックス宮殿を訪ねる。博物館では、古い武器

を展示中。市民に開かれたタウンホールからは、若者が奏でるヴァ

イオリンの練習曲が自亜の宮殿に優しく響く。図書館、庭園など整

備され修復されて使われ続けてきた歴史を想う。右手に湖を見つつ

半島まで走る。小雨のせいか湖水の色がどす黒く濁った緑色だ。今

にも魔女が出そうな不気味ささえ感じる。半島の丘に美しく立つテ

ィハニー修道院は、1754年建造のバロック様式。アジアに繋がる異

民族の血が流れるハンガリーの人々。誇り豊かに芸術文化を築いて

きたこの国、都市、そして村の自立と繁栄の証しとして、今尚もこ

の丘上に響えているように感じる。しかし、東のロシア、南のオー

ストリア、西の ドイツに囲まれながら、内外の力を導入しつつ高い

精神文化を築き上げてきたこの国の、何か悲劇的な永い歴史が、こ

の日のバラトン湖の色調に例えられるような気がしてならなかった。

フェリーボートで対岸に渡り、ユーロッ

パノストラ賞を受賞したサントプスタ農

場の幾つかの農労者の住居や、農民の歴

史や暮らしを辿れる小村を見学後、温か

な豚の丸煮に舌鼓を打った。

9 月 7 日 ( 金) ス タディツアー2 日目 田中 美 恵子

ブダペストを南下し、ケチケメートに向かう。ポプラ並木の続く

両側は向日葵 (油を採る)葡 萄 ・杏畠。遥か彼方にはフォアグラを

取る鵞鳥を飼育する村が続く。ワインや名産焼酎パーリンカ等、ハ

ンガリー経済を農業面から支える地帯である。車は市庁舎の10時の

鐘と共に奏でられるコダーイの音楽を聞かせる為スピードを上げる。

今日は土曜日、市庁舎で調印を終え、教会に向かう新婚のカップル

に三度も出会う。建築家レヒネルの生誕地で、玩具博物館等、設計

された建物が多く、市庁舎もその一つでセゼッション建築の代表と

して市の中心を占め、全面のプラザを囲み各宗派の教会が並ぶ。我

々は金色の華やかな市庁舎の議会で正式な歓迎を受ける。 ドラトゥ

ール会長、ハンガリーの会長と共に次期大会開催国としてであろう

か日本も贈り物を受ける。コダーイ音楽研究所等建物博物館の様な

街並みをゆっくり味わいたいと思いつつ次ぎのナショナルパークヘ。

馬車に揺られ、大草原を体験し、馬術の妙味を楽しむ。友愛の表現

なのか鼻面が擦り寄る。原生種の保護林を散策。強風と雨で寒さに

震え上がっていたが、森の中は暖かく静かで大自然の懐を実感する。

草原の中のレストランでボルシチ

の様なパプリカの煮込み料理とワインを

頂く。チターの音楽でダンスが始まり、

会長の少女の様に飛び跳ねる姿が忘れら

れない。

9 月8 日 ( 土) スタディツアー3 日目 峰 成 子

8:40出 発。ユネスコにより独自の生活様式を保存されている

13Cの 村ホーロッケにむかう。 1時 間余で青々とした丘に囲まれ

た小さな村に着く。やや大きい店で熱いコーヒーと甘いケーキが出、

派手な民族衣装のおばあちゃんが糸巻を繰りながら紡ぎ歌 (多分)

を歌ってくれる。石畳の両側は白壁 。赤屋根の素朴な家並が続き、

顔を出す年寄は一様にすっぽりした黒服であり、何やら時代を遡っ

たような不思議な雰囲気を味わいながらあるいた。

11:30出 発して東へ。 2時間位でエゲルに到着。エゲルは、

重要文化財の多さでは3位の市だけあって旧い大きな建物が目立つ

落ちついた美しい街である。どこも絵になる感じ。少し見学してシ

ティーホールヘ。市長とドラトゥールさんの挨拶があり、そのおり

「今日が私の誕生日Jと 明かした彼女の為に、先に配られていたワ

インでお祝いの乾杯をする。OHPで エゲル市の概要紹介もあった。

図書館を見学し、協会ではバッハなど5曲パイプオルガンコンサー

トの観賞。 17:30ま で見学し、美女谷のワインセラーで最終の

ディナー。特殊のガラス容器でワインが注がれ、生演奏付の豪勢な

食事後ソラン

ジュのハッピ

バースデイ大

合唱で終る。

船上でのクロージン″1ンケット ケチケメー トの市街

サントプスタ農場の馬小屋 ホーロッケの民家 エゲルのワインセラー



9月 9日 (日)ポ ストコングレスツアー ウィーン1日目 永井 彩 子

薄曇りちょっと肌寒い朝。今日はドナウを遡ってウィーンヘ。

8:00 フ ォラムホテルを出て国際線船着場へ

9:00 出発 UIFAの メンバーは38名、そのうちJAPONは 8名。

いくつもの橋をくぐってプダペストともいよいよお別れです。

ブダ側は、王宮のまわりの濃い緑の中に点々と家の連なった美し

い住宅地、ペスト側は水際の道路を車がすごいスピードで走ってい

ます。船内は前 。中央 。後に50個ほどずつの座席があって、中央部

が喫煙席、ここに軽食をサービスするところがあります。私共はも

たもたしていたせいか後部座席になりました (音の事や、景色のこ

とを考えると早く来て前に座るのが良いようです)。 船は横揺れも

なく、滑るように進んで時々貨物船のような大きな船も追い越して

ゆきます。 1時間ほどして右側から入っていた日差しが急に後ろに

廻ります。ブィシェグラードでドナウはほぼ直角に西に向かうので

す。丘の上にエステルゴムの大聖堂が見えると右側はスロバキア、

国境線に沿って遡ることになります。両岸は水辺まで大きな樹が垂

れ下がっていたり、小さな船が一つ繋いであってそこから細い道が

草の中に消えていたりと、川に堤防のあ

る日本ではあまり目にしない風景が続き

ます。途中二つの水門で 8Mほ どの落差

を上がって (25分ぐらいかかります)

15:30雨のウィーンに着きました。

9月 10日 (月)ポ ストコングレスツア" ウィーン2日目  山 本 敏 子―其観代

9月 10日 、ウィーン滞在 2日目の朝を迎え、早朝の市場へ井出、

柏原さんは市場へ市民の生活の視察に出掛け、食料品を仕入れてき

た。このことが夜役に立つことになる。朝食後、渡辺、井出、坂東

さんは地下鉄、市電を使い、オットー・ワーグナーなど世紀末建築

を資料片手に、精力的な見学をしたようだ。日高、永井さんと私は

ハンガリーの天候不順に体調をくずしホテルに。柏原さんは夜のオ

ペラ券の手配にと、午前中の事務局主催の市内観光は全員パスをし

た。ウィーンも寒く、天候も不順でした。私は5年ぶりのウィーン

でしたので、午後より聖シュテファン寺院や周辺を回りました。前

回より何か観光を中心に新しい街の変化を感じました。ランチなど

イタリアンを中心にしたキャフェテリア式のものが目立ちました。

夜、日高、永井、柏原さんはオペラ座へ 「ホフマン」を正装して

でかけた。渡辺、井出、坂東さんと山本は美しい泉の城のシェーン

ブルン宮殿出行われるオペラ、バレーなどのコンサートにでかけた。

お城の中でモーツアル トのフィガロの結婚やシ

トラウスの青きドナウのワルツなどの音楽を楽

しみ余韻を残しホテルに帰った。オペラ組の興

奮したオペラのサロン文化の話に、コンサート

組も加わり、二次会となり、早朝仕入れた食料

品が私たちの胃の中にはいってしまい、ウィー

ンの 2日目はおわりました。

9月 H日 (火)ポ ストコングレスツアー ウィーン3日 目 柏原 雪 子

「ウィーンに行ったらやっぱリオペラ !Jと 思い立ったら、まず

はチケット。やっとの事で手に入れたボックスシート。懐はさみし

くなったが、胸はドキドキ。期待でいっぱい。ルネッサンス様式で、

1869年に完成した国立オペラ劇場。柿落としはモーツアルトの 『ド

ン・ジョバンニ』。そしてかのマーラーが総監督を務めた時期に、

超一流のオペラ劇場としての地位を固めたそうだ。

劇場のエントランスは天丼が高く、壮麗な大理石の階段に絢燿た

るシャンデリアが幾つも…。驚くべき余裕の空間である。日本なら

この中に2つや3つの小ホールを詰め込んでしまうだろう。思わず

口を開けたまま天丼に見とれてしまった。

ボックスシートは部屋ごとに扉があり、プライバシー対策も万全。

扉を開けるとまずは前室、そこにコート掛けや帽子掛けがあった。

シートは、最前列から3、 2、 1席 の計 6席。ただし興奮のためか

最前列以外は結局は立ち見となるらしい。

この一大空間で毎夜くり広げられる社交は、

さすがにハプスプルグに連なる宮廷貴族たち

の伝統 。文化を感じさせ、日本人が真似をし

ようとしても、一朝一夕には無理だというこ

とを痛感させられた。 開 演のベルがなる。

今日の催し物はオッヘンバッハの 『ホフマン

物語』。さあて、はじまり、はじまり。

■ハンガリー・ブダペストの印象 船津 貴 子

真夏の東京を飛び立ち乗り継いで着いたブダペストは既に秋の色

濃いしっとりとした街でした。見上げると街のあちこちに荘厳な寺

院の色鮮やかな三角屋根や尖塔が見えて思わず足を止めます。又建

物を特徴づける装飾性あ8、れるパラペットの立ち上りはヨーロッパ

の建物と異ったハンガリー風アールヌーヴォーの時代を偲ばせます。

旧い建物と隣接する新しい建物とは調和していると云い難いのに、

街全体は不思議な魅力を持っています。第 2次世界大戦終結時に市

内の建物の80%と ドナウに架かる橋すべてが破壊されたと云われま

すが旧き時代の面影を濃く残して修復させた力は何に依るものでし

ょうか。朝早く出掛けた19世紀建築の傑作と云われる中央市場では

1階に肉ソーセージ類、野菜、果物等が山積みにして売られており

その品数の豊富なこと、カラフルなことこの国の食の豊かさに充分

3、れる事ができました。2階は刺繍製品を主とした衣料民芸品であ

ら、れる感じの店々が並び目を楽しませてくれます。売る人達も愛想

よく素朴でしかも内に強さを秘めている様に見受けました。歴史の

移り変りの中でしっか

りとハンガリー色を伝

えてきた国の21世紀ヘ

の歩みをこれから見と

どけたいと強く感じた

旅でした。

ウィーンヘのホバークラフト 国立オペラ劇場

シュテファン寺院 ブダペス ト中央市場



■第12回UIFA日 本大会に向けて

◇日本一UIFA JAPON一からの提案がオーソライズされました !

松川 淳 子

ハンガリー大会の第 4日日、早朝から行われた幹事国代表者会議

の席で、次回大会についての検討が行われました。UIFA」APONから

の提案は、 「第12回大会は日本で。1998年9月 頃に。テーマは 『環

境共生時代の人 ・建築 ・都市-21世紀における、調和的関係の構築

をめざして一』。開催場所は東京か横浜で」というものです。事前

に憶測を交えた情報が流れて、他の国々からも立候補があるのでは

ないかと、緊張して臨んだ日本メンバーでしたが、全員一致、大歓

迎で提案がオーソライズされ、午後の総括セッションで公式に発表

しようということになってしまいました。うれしさの半面、責任の

重さと、資金をはじめ、実現までの多くの課題に身震いするような

気持です。でも、UIFAも創立以来すでに33年。世界の都市で開かれ

る楽しい大会に参加するだけでなく、世界の友人たちを心から迎え、

おもてなしする役割も立派に果したいものです。

さしあたり、大会のための実行委員会を組んで全会員や関連組織

からのチエを集める予定。 2年後の楽しい会の実現にむけてがんば

りましょう!!(同 封のチラシは日本の提案書のコピーです。本物

は2色刷。提案書なので、予定であることにご注意下さい !!)

◇UIFA大 会の運営 小渡佳代子

UIFA大会の運営は、開催する国によってその方法は様々。ハンガ

リー大会では、午前中セッション、午後見学、夜はレセプションの

構成。この形式はセッションの印象が薄く、建築遺産の少ない国に

とつて、テーマも問題だった。午前午後それぞれ基調講演があり、

発表をフルに行ったワシントン大会は 「住まい」がテーマだった為、

各国の発表もその国情の差はあれ、女性建築家の仕事に共感した。

コペンハーゲンの大会は、基調講演で始まり、3つの分科会に別れ

ての議論、分散されて全部が聞けないとか、言葉の壁も大きかった

が、中身は濃く、今でも印象に残っている。ケープタウン大会は、

80名と少なく、参加者全員が親睦を深めたことに意義があった。パ

ネル展示について云えば、発表者は、時間をかけ製作し展示するの

だから、今回のように別会場でレセプションの前にちょっと見るだ

けというのは残念な気がする。拙い英語でも、パネルの前でそれを

話題にして飲みながら盛り上がった大会もある。

会議会場と展示が同一会場で、会議中展示が見れるのもいいと思

う。せっかくの機会であるから、日本を含め色々な国の女性建築家

の展示と発表に触れ、21世紀に向かう私達の指針になればと思って

いる。

◇各国の反応 東 由 美子

日本大会に対する各国の反応はおおむね良好だったと言えるが、

その主なものを場面に分けて紹介したい。

(1)ド ラトゥール会長のコメント

各国の人たちは、みな日本での旅行を楽しみにしている。会議の

後の旅行は少なくとも5日はとって欲しい。神戸にも関心がある。

会議の場所については開催国にまかせる。

言葉はすべて英語の他にフランス語も使用して欲しい。フランス

語翻訳のための予算獲得のため努力中である。

分科会はでられない会ができるので望ましくないと思う。

また、経済的に困難な国の人達を考慮して登録料を安くしたり、

安い宿泊所を用意したりして欲しい。

(2)代 表者会議での反応

次回開催国を日本に決定した後、開催経験国からは協力はおしま

ないからとのコメントがあった。また、ハンガリーからは常にドラ

トゥールさんと連絡をとりながら準備すべきだとの助言があった。

開催の場所についてはアメリカのヘスティングさんから横浜のほう

が静かで良いとの意見が出されたが他の人からのコメントは特に無

かった。

(3)参 加者の反応

会場でとったアンケートには44名が日本での会議に出席したいと

書いてくれた。そのアンケートでのコメントや会場、パーティーで

の反応の主なものは、経済的負担を心配するものが多かった。

開催の場所や旅行については、アメリカナイズされた場所ではな

く日本的な所にして欲しいという意見が多く、京都を見たいという

意見も多かった。

会議の内容については、色々な国の人が参加しやすいよう、テー

マをあまり絞らないで欲しいとする意見と同時に、もっとテーマに

そって発表すべきとの意見もだされた。もっとディスカッションの

時間をとって欲しいとの声もあった。

日本では物価が高いことが知れわたっているとみえ、できるだけ

安くという声が多かったので、私たちもそれにこたえるよう努力し

なければと思う。
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展示パネル (日本) ハンガリーの温泉レヒネル・エデン「地理学研究所」階段踊り場

『マジヤルの形態』より



■会員の自己紹介  No.3

9410083 沖 山 奉 子

はじめまして。会員番号9410083の沖山と

申します。会員になってから2年目のニュー

フェイスです。生まれは、東京都の端っこに

ある。伊豆七島の八丈島です。南の島で生ま

れたせいか、性格はのんびりで、回りから太

っ腹と言われています。

勤務先は、東亜建設工業 と いう建設会社で、現在は営業部に所

属しております。仕事の内容は福祉関連のコンサルをやっています。

現在凝っている趣味は、山登りと美術館巡りです。この連休中に

も、三越の特男1展と安田火災のゴッホ展を見に行きました。最近、

一番感激した展示会は横浜市立美術館のゴッホ展ですが、 2時間待

ちを耐えて、ようやく入場ができました。中に入っても満員電車並

の混雑で……。でも、絵はすばらしかったです。

山登りの方は始めたばかりで、標高3000mの白馬岳に登ったのが

今までのの中で唯一自慢できるものです。登山用の靴まで買って張

り切っているのですが、友人は軟弱で仲々一緒に登ってくれないの

で、欲求不満気味です。誰か、山登りの得意な方がいらっしゃいま

したら、是非お誘い下さい。但し、何分素人なのでご迷惑をかける

かもしれないことを念のためお断り申しあげておきます。

921009 川 嶋 幸 江

東京大森生まれ。居を移すこと10回。現在

南千住在66すかいパース事務所主催。その間、

文化学院・桑沢デザインスクール・日本女子

大非常勤講師。石油ショックで事務所解散、

三井ホームインテリアコーディネーターに。

手掛けた住宅約60軒。 '84年 共栄学園短期大  ′
｀
、■t´

学へ。 '86年 ミシガン大学聴講生。現在同短大住居学科教授。室内

空間と透視図法、室内空間が人間におよぼす心理的影響、住まいと

モノと人の関係、等を研究中。■月設計した住宅が完成の予定、欣

喜雀躍。が、二足の草牲の難しさ。加齢が原因。華麗に変身といき

たいが。

■第 9回海外交流の会

◇五島聖子氏講演 「ランドスケープの役割と現代の傾向」に参加して

寺尾 信 子

UIFAのメンバーでもある五島さんは、日米両国で活躍されている

方だが初対面の参加者も多かったようだ。私は4月上旬北米西海岸

の住宅地の視察旅行をした際、当地のランドスケープアーキテクト

の役割の大きさを目の当たりにしていたので、7/27の講演を楽しみ

にしていた。講演では、18Cまでの幾何学模様のイギリスの庭園、

18C以降のフランスの風景式庭園の話題に始まり、大自然の中に都

市を造るアメリカの公共領域の設計の話題へと進展。セントラルパ

ークの設立の頃にランドスケープアーキテクチャーが世に認められ、

その後20Cに なってゲルトルート・ジーケルという女性のランドス

ケープアーキテクト (L.A.)が目覚しい活躍、更にL.A.の学校がで

きるに従ってアメリカにおけるこの分野の社会的地位は確固たるも

のになり現在に至っていること、最近では 「ウィンターガーデン」

などのように建築家のパートナーとしてのし.A.の活躍に興味深い例

があるとのこと。五島さんとはコンタクトをとりながら我々もこの

分野について勉強し、一緒に仕事に取り組める機会を是非持ちたい

ものである。

■第10回海外交流の会予告 第 HttUIFAハンガリー大会報告会

日時 :H月 30日 (土曜日)13:30～ 16:30 TEL:0353226500

場所 :リビンクデザインセンターOZONE 8Fセミナールーム B(新

宿パークタワー)

■役員会の報告

第 4回役員会 (96年 6月18日)役 員H名 出席

総会の総括。UIFAハンガリー大会について。東京女性財団助成研究

(平成 8年度)に ついて。UIFA日本大会について。

第 5回役員会 (96年 7月H日 )役 員12名出席

UIFAハンガリー大会について。東京女性財団助成研究について。

UIFA日本大会について。第10回海外交流について。

第 6回役員会 (96年 8月 7日)役 員10名出席

第 9回海外交流会総括。東京女性財団助成研究について。UIFA第12

回日本大会について。UIFA第11回ハンガリー大会について。

■広報だより

お忙 しい中、快 くハ ンガリー大会の原稿作成をお引受け頂いた皆さまどうもありがと

うございました。

来るH月 30日、第10回海外交流の回でこのハ ンガリー大会参加の報告をいたします。

ビデオ ・スライ ド等 も用意 しました。多数のご参加をお待ちしています。

担当 :飯 島、川嶋、柏原


